





NAORA Nobuo’s Studies on the Palaeolithic Japan in Tokyo
　直良信夫は 1902 年に大分県臼杵生まれ，1920 年に岩倉鉄道学校工業化学科夜間部を卒業，農商
務省臨時窒素研究所に勤務，1923 年，肺結核になり退職した。1923 年から 1932 年の間，姫路・明
石に住み，療養のかたわら考古学研究に専念した。1932 年秋に再度上京，東京都中野区江古田 1
丁目に住み，早稲田大学理工学部採鉱冶金学教室の教授徳永重康の温情で図書係など事務職を務め






の生業と生活の復元（『古代の漁猟』1941 年，『日本古代農業発達史』1956 年，『狩猟』1968 年など）の
図 1　直良信夫（1968 年）
諸方面で顕著な功績があった。いまは絶滅した日本狼の
骨を 1 点 1 点，日本各地の山中に探し求めて記録をとり
（『日本産狼の研究』1965 年など），武蔵野を舞台とする現生
動物の生態観察では日本の開拓者となった（『日本産獣類雑









『秩父多摩丹沢』（1972 年），『峠と人生』（1976 年 ） の書になっ
44
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　直良は，1932 年 10 月に再度の上京し，明石の西八木海岸の調査で知遇を得た早稲田大学理工学
部教授徳永重康を訪ねた。直良の研究熱心さを知る徳永から，以後，私的な助手の扱いをうけるよ
うになる。同じ年の 2 月，「大日本帝国」の軍隊は中国東北地方（旧満州）の哈




郷屯何家溝は動物化石の産地としてすでに知られていた。1933 年 6 月，満蒙学
術調査研究団の仕事として団長の徳永は直良の助手にして，マンモス，野牛，オオツノジカなどの







器に遭遇したのは 1952 年の世田谷区旧根津山遺跡で石器を採集したのが最初で，その後は 1953―

















図 3　栃木県葛生町大叶第 3 採石場第 2 洞窟の
調査状況（1932 年 11 月，徳永重康撮影）
ナウマンゾウ，サイ，鹿の化石を産出。
下の人物は直良。
認定したもの 53 点を得る［徳永・直良 1934］。
1934 年
6 月 12 日　東京出発，6 月 19 日　哈爾賓着。
6 月 23 日～ 7 月 30 日　満蒙学術調査研究団による満洲国哈爾賓市顧郷屯何家溝の動物化石産地
の第 2 回発掘調査を徳永とともに実施し約 400 坪を発掘，獣骨化石多数と石器 9 点，骨製の
磨製尖頭器 1 点，打製「骨器」179 点を得る（図 8，10，11）［徳永・直良 1936，1939］。そし
て，1936 年 2 月刊行の報告書で，東アジアの旧石器文化は石器が未発達で打製骨器主体の
文化と予想し，顧郷屯の文化期を，ヨーロッパの「ムステリアン若しくはアウリナシアン」
に対比する。
8 月 6 日　哈爾賓出発，10 日　東京帰着。
8 月下旬　栃木県赤見村出流ヶ原の岡田採石場の洞窟を 9 日間発掘し，アナグマの骨とともに良
図 2　栃木県葛生町大叶洞窟（第 2 採石場裂罅）
	 の遠望（1932 年 11 月）
図 4　栃木県赤見村出流原・岡田採掘崖の遠望
［鹿間 1937］　右端の K は金子丁場第 3 地点
図 5　同前出流原・岡田採掘崖の第 3 地点洞窟における
獣類化石と石片の出土状態（直良原図）［鹿間 1937］
 1 ～ 4：アナグマの骨，5：チャート石片（図 50―D）。
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図 12　東京都中野区江古田 2 丁目付近の植物化石層
（Ⅰ）と史前泥炭層（Ⅱ）［直良 1944］









5 月 15 日　北朝鮮咸鏡北道の豆満江沿岸，潼関鎮の黄土層から 1933 年に森為三が，1935 年に徳














の時点での直良の見解を述べている。標本の多くは，翌年 5 月 25 日のアメリカ軍 B29 によ
る大空襲によって焼失したので，敗戦前の直良の到達点を示す貴重な出版物となった。
1949 年
9 月 25 日　群馬県笠懸村岩宿遺跡を見学，岩宿遺跡の遠景をスケッチする（図 15）。相沢忠洋の
発見をうけて杉原荘介・芹沢長介ら明治大学考古学研究室のメンバーが試掘したのが 9 月
11 ～ 13 日，『朝日新聞』『毎日新聞』に「日本最初の旧石器発見」の記事が大きく載ったの
が 9 月 20 日である。この時の直良に同行者がいたのか判然としないが，21 日と 22 日に江
坂輝弥が芹沢を訪ねているから，江坂といっしょに行った可能性が大きい。




（1949 年 9 月 25 日，直良スケッチ）
図 16　岩宿付近の民家［直良 1952d］
（1949 年 10 月 2 日，直良スケッチ）
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6 月 25 日　栃木県安蘇郡葛生町大叶の吉沢石灰工業の第 10 採石場第 1 号洞窟（図 18）で，採石
場の持ち主である吉沢祐二からもらった 3 点の骨化石のなかから「人類」の上腕骨の遠位端
の破片を見出す（図 17―1）［直良 1952］。6 月 30 日に早稲田大学の研究室に直良を訪ねてき
た清野謙次（厚生科学研究所長。元，京都帝国大学医学部教授）に大叶発見の上腕骨片を見せて，
「人類の遺骨」であることを確かめる［清野 1950：188～190］。
7 月 2 日　同上第 10 採石場第 2 号洞窟内堆積物の崩落土から「人類」と思われる「上顎左側の
第一門歯」の化石を採集，「後考をまつ」ことにする（図 19，21）［直良 1952a：118，1954a：
168］。
7 月 25 日　同上洞窟で「人類」の大腿骨遠位端の小破片を採集（図 17―2）［直良 1954a］。のちに
直良はこの骨をHomo? tokunagai「葛生原人」の模式標本とする［直良 1952a，1954a：174］。
8 月 5 日　栃木県葛生町大叶旧第 8 号採石場を尾崎博（国立科学博物館）らと調査する［直良
1954a：231］。
8 月 9 日　栃木県安蘇郡田沼町上多田タカノ巣沢洞窟を発掘し，「万の頭数に達する」大量のヘ
ビ類とネズミ類の化石骨に遭遇する［直良 1954a］。
8 月 20 日　同上タカノ巣沢洞窟からアナグマの下顎骨に「加工痕」をもつ破片（図 20―3）を発
掘する［直良 1954a：224～225］。
8 月 21 日　葛生町大叶の吉沢石灰工業の第 10 採石場第 1 号洞窟で，「人類」の上腕骨の小破片
を発見［直良 1952a：171］。
図 17　「葛生原人」の骨［直良 1954］
1．上腕骨（クマの骨）大叶吉沢第 10 採石場第 1 号洞窟出土，













1：象の肢骨 葛生町大叶吉沢第 2 号採石場，2･3：アナグマの
下顎骨 田沼町タカノス沢洞窟，4：オオツノジカの角 大叶
吉沢第 11 号採石場，5：カモシカの掌骨 葛生町前河原上洞，
6：鹿の第 2 指骨 大叶吉沢新第 8 号採石場，7：鹿の掌骨 大
叶吉沢第 10 採石場第 1 洞窟
図 19　栃木県葛生町大叶吉沢第 10 採石場第 2 洞窟
（1950 年 7 月 2 日）
→は洞窟の上口，上の×は露出した洞窟の断面，
下の×は図 21 の切歯の採集地点
図 18　栃木県葛生町大叶吉沢第 10 採石場第 1 洞窟
（1950 年 6 月 25 日）
→は露出した洞窟の断面，「葛生原人」骨（図 17
− 1）を出土
8 月 25 日　同上採石場で「鹿の掌骨を縦に割きその一端を篦先状に研磨」した「骨器様骨片」（図
20―7）を発見するが，断定することは避ける［直良 1952a：171］。
11 月　葛生町大叶の吉沢石灰工業の新第 8 採石場の裂罅を発掘し，「鹿の第 2 指骨に加工した遺
物」（図 20―6）を採集［直良 1954a：245］。
12 月 1 日　葛生町大叶の第 10 採石場から「洪積世人骨」の発見を『科学朝日』に発表［直良 
1950］。
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2 月　東京都中央区日本橋室町 2 丁目で発見のナウマンゾウ化石を調査［直良 1954a：266～267］。
3 月 9 日　東京都中央区日本橋室町 2 丁目 1 番地で人骨が発見されたので，その現場を調査し，「下
部有楽町貝層」に含まれていたと判断する［直良 1954a：269 ～ 267］。のちに清野謙次と相談し，
沖積世初期の身長 141cm ないしそれ以下の女性で矮小人類の「日本橋人類Homo sapiens 
var. nipponbashiensis」と命名する［清野 1952：43 ～ 49，1961：215～227］。
4 月　東京都中野区の妙正寺川および西武新宿線中井駅の架橋工事にさいして露出した江古田植
物化石層を調査［直良 1954a：258～259］。




ちかく見え，いろいろ御教示を賜う。Bed の loam は Secondary の水成で，これ
が浸蝕されてけわしい谷を作ったときに人間が住んだものだろうと云う。又，今度の分布
状態および石器は今までになくはっきりして居ると，感心して居られた。」とある。同遺跡
は，当時高校生であった瀧沢浩が関東ローム層中から石器を発見し，それをうけて 7 月 10
～ 19 日に吉田格らの武蔵野博物館と芹沢・岡本勇・吉崎昌一らの明治大学考古学研究部と
の共同事業で，それに杉原荘介が加わったもので，東京で初めて旧石器の検出例となった（図
57）［杉原・吉田・芹沢 1952，1959］。9 月 8・9 日には東京都北多摩郡国分寺町（現・国分寺市）
熊ノ郷遺跡と殿ヶ谷戸遺跡の発掘を吉田格がおこない，やはり関東ローム層から石器を見出
す［吉田 1952］。直良は，この発掘については後になって結果を知る。
7 月 20 日～ 26 日　栃木県安蘇郡葛生町山菅の前河原洞窟を早稲田大学古生物学研究室で発掘。






3 月 31 日　栃木県葛生町大叶から 1950 年 7 月発見の大腿骨片を「化石人骨」と認め，『人類学雑誌』
（第 62 巻第 3 号）に発表，早稲田大学での恩師徳永重康の名をとって，Homo? tokunagai と
命名する［直良 1952a］。1932 年に徳永に連れられて初めて葛生の地を踏んでからちょうど
20 年後のことと直良は回顧する。
8 月 10 日　同じく葛生町前河原洞窟から 1951 年 7 月発見の大腿骨，下顎骨，上腕骨の破片を「化
石人骨」と認め，『考古学雑誌』（第 38 巻第 2 号）に発表［直良 1952b］。
9 月 3 日　東京都世田谷区代田・旧根津山遺跡を調査，関東ローム層のなかから遊離した硬砂岩
製の礫器（図 22―1）を採集［直良 1954a］。直良が関東ローム層から石器を自ら得た最初である。
9 月 23 日　東京都世田谷区旧根津山遺跡を再調査，チャート製の角錐状石器（図 22―2）を発見［直
良 1954a：263］。




















2 月 14 日　東京都中野区の西武新宿線鷺宮 4 丁目で人家建設にさいして掘鑿した井戸の排土を
調査し，「江古田針葉樹化石層に対比される「タフ質粘土」が含まれているのを観察する［直
良 1954a：260］。












1 月 15 日　『日本旧石器時代の研究』を上梓する［直良 1954a］。総 298 頁，小さな文字で組み，
獣骨化石や植物遺体の実測図多数を載せた大冊である。1927 年の明石海岸の調査に始まる，
主として古生物学的方法にもとづく日本旧石器時代探求の成果をまとめたもので，この分野
の直良の生涯の研究を総括する書となった。執筆が終わったのは 1953 年 2 月 3 日のことで




























1951 年に前河原発見の下顎骨片はサルの骨と訂正，また前河原採集の大腿骨片は炭素 14 年






























10 月 3 日　東京都練馬区関町 5 丁目 225 番地・武蔵関遺跡を調査し，関東ローム層に水平に礫
をおいた「配礫」遺構を検出した（図 27）［直良 1957］。
12 月 19 日　東京都中野区江古田 3 丁目 1248 番地附近の畑で掘り返された江古田植物化石層の
土塊を自宅に持ち帰る。
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図 27　東京都練馬区関町 5 丁目 225 番地武蔵関遺跡第 3
層文化の遺物の出土状態［直良・杉山 1957］　
P2：彩礫，O：黒曜岩製石器，S：頁岩製石器，P：普通の
焼円礫 図 28　東京都練馬区石神井 1 丁目城山遺跡の「彩礫」
［直良・杉山 1957］
1：円文，2・3：焼石の角の部分だけ塗布，4：類方形文





12 月 27 日　前記の 12 月 19 日に江古田 3 丁目で採取した土塊を湯につけて植物化石を集めてい
る最中に，稲籾 1 点を検出し，江古田植物化石層の時代に野生稲があったと考える（図 43）［直
良 1956a，1956b］。
1955 年
4 月 29 日　東京都国分寺市殿ヶ谷戸遺跡を調査し，住宅建設現場で焼けていない礫を採集［直良
1957］。同遺跡は 1951 年 9 月に吉田格（武蔵野郷土館）が発掘した「無土器文化」の遺跡である。




8 月　練馬区関町 5 丁目の宅地造成現場で「無土器文化」の石器を採集，翌月の発掘につながっ
た［中沢・杉山 1956］。
9 月初旬　練馬区関町 5 丁目の武蔵関遺跡を発掘し，関東ローム層中からチャートの石器を見出




4 月 1 日　東京都杉並区新町西山氏所有畑（井草遺跡）を訪れ，出土の黒曜岩製尖頭器 5 点を実測（図
54―7 ～ 11）［直良 1965：178］。石器は縄文草創期か。
4 月 22 日　東京都中野区江古田 3 丁目の東福寺山門際で江古田植物化石層を調査（図 42）［Naora 
1958］。




6 月 1 日　『日本古代農業発達史』を上梓する［直良 1956］。総 317 頁，1932 年以来の直良の動・
植物遺体にもとづく日本古代農業研究を総括した書で，執筆は 1953 年にほぼ終わっていた。
















1 ～ 5：三角山遺跡，6 ～ 10：武蔵関遺跡第Ⅲ層，










2：関町 5 丁目 225 番地（武蔵関遺跡）第○地点第
3 層，6・7・8・9・10：同上第 4 地点溜淵橋際遺跡


















容易に自然結実したとはきわめて考えにくい，とした［渡部 1987：18 ～ 20］。
　2001 年 3 ～ 5 月，筆者は辻誠一郎，佐藤洋一郎，中村俊夫と協議し，稲籾の一部を切り取っ
て名古屋大学年代測定研究センターで炭素 14 年代を測定したところ，323 ± 54BP でほぼ
16 世紀（室町時代）という結果がでて，長年にわたる論争に終止符を打った。佐藤によると，
温帯ジャポニカの可能性が大きいという。
8 月 1 日～ 10 日　埼玉県秩父郡両神村薬師堂遺跡を発掘し［直良 1961b］，土器を伴わない層か
ら「細石器様石器，石核約 300 点」が出土した（図 44）。











骨多数と人類が加工した野牛の肋骨，植物化石などを得る（図 36 ～ 38）［直良 1958c, 1959］。
1957 年
4 月 8 日　東京都中野区新井町 333 番地の妙正寺川畔で江古田植物化石層を調査［直良・杉山 
1957］。
1958 年
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掘して炭素 14 年代を測定し，最下層の年代が 28,900 年前（未較正）という結果を得たこと








に対比された。第Ⅱ泥炭層の炭素 14 年代は 21,370 ± 360BP と 19,000 ± 370BP（未較正）で，





石器 3 点，骨角器数点，加工骨多数を検出する。江古田植物化石層と同時期と考える［直良 
1958c，1959］。
1960 年



































図 40　東京都中野区江古田の江古田植物化石層の植物遺体［Naora  1958］
1 ～ 14・20・21・30・31・31・33・37・39：カラマツ（1 ～ 3 小枝，その他 球果），5 ～ 18・24























図 42　東京都中野区江古田 3 丁目東福寺付近の
江古田植物化石層の層序断面図［Naora 1958］











　1949 年の岩宿遺跡の発掘調査によって初めて確認された日本の旧石器は，東京でも 1951 年 7 月













　杉原荘介は，1953 年 8 月に早くも「日本における石器文化の階梯について」を『考古学雑誌』（第
39 巻第 2 号）に発表し，岩宿Ⅰ文化→岩宿Ⅱ文化→茂呂文化→上ノ平文化→縄文文化の編年案を示
した。芹沢長介もまた，1954 年 3 月に「関東及中部地方における無土器文化の終末と縄文文化の
発生とに関する予察」を『駿台史学』（第 4 号）に発表し，標準石器をもって，1 hand axe を伴う
もの→ 2 大形 blade または 縦長 flake を伴うもの→ 3 knife blade を伴うもの→ 4 切出形を伴うも





















第 209 集　2018 年 3 月
69
［直良信夫の旧石器時代研究］……春成秀爾











孔と推定する［直良 1956］。そして，遺跡地が「河川池沼の水の影響をうけて，第 1 黒帯の上層の
第 3 文化層の人たちが武蔵野台地で生活していたその最中に水禍にあって，水湿地帯化した居住地
を引きあげ」，その後に第 2 黒帯は生成し，第 4 文化層の人たちが焼いた礫を環状に配する生活を
営んだことを推察した。そして，立川ロームは部分的には風成であるが，大部分は水成である，と
通説に対して異論を唱えている［直良 1956：22 ～ 23］。
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1953 年に発足し，地質学・地形学・考古学など諸分野の研究者を結集して 10 年間にわたる調査研











































み家があったとは考えにくい状況である。1933 年 12 月，
鹿間時夫による巧みなスケッチである。
図 50　栃木県赤見村出流原岡田採掘崖第 3 地点発掘
のチャート石片［直良 1936］







図 48　栃木県葛生町大叶第 3 採石場第 2 洞窟前で





（1934 年 12 月 5 日，直良作図）［直良 1944］
図 53　ナウマンゾウの復元図［直良 1960］
どの影響と刺激を受けつつ 1980 年代になってはじまった。」［小野 2001：184 ～ 185］。

















そのなかにはここで紹介する石器は 1 点も含まれていない［春成編 2008］。私は調べていないけれ
ども，調査者や地元の人の収集品を図化したものではないかと思う。












1 ～ 3：埼玉県東松山市付近，4：千葉県船橋市飛ノ台（『古代文化』第 9 巻第 10 号，518 頁，1938 年の記


















































































1957a］が最初である。この書は A5 版 134 頁の小冊であったけれども，「無土器文化」について学
ぼうとする者にとって教科書となり，よく読まれた。そのことは，1957 年 5 月に第 1 刷をだしたあと，
6 月には第 3 刷に達し驚異的な売れ行きを示したことにもよくあらわれている。
　その芹沢が自身初の著書に松沢の実測図を採用した理由は，もともと芹沢の黒曜岩製の打製石器
の実測図（図 57）にはリングやバルブを意識して描いてあり，松沢の実測図に芹沢がさほど違和感








東京都三鷹市野川遺跡や国際基督教大学構内遺跡第 15 地点などの調査報告［野川遺跡調査会 1970，
1971，小林ほか 1971，Kidder ほか 1972］を通して全国に普及し，日本の石器実測図のスタンダード
になった。学史にのこる岩宿遺跡の石器の実測図は，須藤隆司（当時，明治大学考古学博物館）が新








骨を発見した J.C. フールロットのことを「先覚者は淋し」と表現した清野謙次の言葉［清野 1950：63］
を思い出しながら，直良さんに心からの敬意をあらわす。しかし，国立歴史民俗博物館蔵となった直良
コレクションのうち，更新世の動・植物化石は，「直良コレクションを構成する更新統産動植物化石の分
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